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はじめに
　当院は，昭和31年に岡山県結核予
防会附属病院として設立され，平成
３年に岡山県健康づくり財団附属病
院と名称変更し，現在に至っていま
す．当院は笹ヶ瀬川を臨む岡山市西
部に位置しており，付近には岡山県
南部健康づくりセンターのほか，支
援学校や障害者施設，職業訓練施設
などが集まり，岡山の福祉地区をな
しています．平成23年春には，当院
の東を通る岡山西バイパスが全線開
通し，岡山市中心部や倉敷市などか
らのアクセスも便利になりました．
　当院は内科単科の病院です．結核
予防会附属病院として設立されたこ
ともあり，伝統的に呼吸器疾患を専
門とする医師が多く，日本呼吸器内
視鏡学会認定施設であるほか，日本
呼吸器学会の認定施設となっていま
す．常勤医５名の小所帯ですが，４
名は呼吸器疾患を専門としており，
専門性の高い病院を目指しています．
病院の概要
　外来は一般内科診療のほか，近隣
の診療所からの呼吸器疾患を主体と
する紹介患者の診療を行っていま
す．また隣接している岡山県南部健
康づくりセンターとの協力で，肥満
や糖尿病の教育入院も受け入れてい
ます．病院の設立母体である岡山県
健康づくり財団では“岡山方式”と
して知られる胸部Ｘ線による肺癌検
診を行っており，検診で異常陰影を
指摘された症例の精密検査も行って
います．また，専門外来として禁煙
外来を設けており，岡山県下でも有
数の症例と成功率を得ています（表
１）．
　病棟は結核病棟46 床，一般病棟40
床，療養病棟40床の126床です．結核
は岡山市内を中心に，県南西部から
の入院が大多数ですが，最近は外国
からの留学生・労働研修者の症例が
増えています．一般病棟は，肺癌，
COPD，肺炎，非結核性抗酸菌症な
どの呼吸器疾患の症例が80%以上を
占めており，肺癌は診断のみならず，
化学療法から緩和医療まで一貫した
医療の提供を行っています．呼吸不
全も呼吸管理に至る重症例から，回
復期の呼吸リハビリテーションまで
行っています．また，呼吸器関連の
クリニカルパスとしては，気管支鏡
検査入院・在宅酸素導入・呼吸リハ
ビリテーションなど，生活習慣病関
連ではメタボパスを作成して，より
効率的な入院医療の提供を心がけて
います．
　気管支鏡検査は指導医２名，専門
医１名を含む４名で行い，年間約150
例程度施行し，肺癌診断率は80～90
％とその技術には自信をもっていま
す（British Journal of Cancer（2003）
89, 1885-1888）．検査内容としては，
診断目的の検査が大半で，検診発見
や岡山大学病院等からの肺癌疑い症
例の確定診断が過半数を占めていま
す．検査には細胞診検査技師が加わ
岡山県健康づくり財団附属病院　………………………………………　西井　研治
岡山医学会雑誌　第124巻　April 2012, pp. 87ﾝ88
病　院　紹　介
表１　2009年４月～2010年３月禁煙外来集計
チャンピックス（Ｎ＝70） ニコチネルTTS（Ｎ＝9） 計
使用割合％ 89％ 11％
性別
male 56  6 62（78%）
female 14  3 17（22％）
成功（％）
male 40（71％）  2（33％） 42（68％）
female  7（50％）  1（33％）  8（47％）
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り，super Papanicolau 染色を用いた
迅速細胞診を行うことで，より迅速
かつ低侵襲な検査を心がけていま
す．肺癌以外では肺・気管支結核や
びまん性肺疾患の診断が多くなって
います．
おわりに
　近年，医療機関の機能分化が推進
され，中規模病院はその存在意義自
体を問われています．現在の医療制
度が進む方向性の是非は別として，
当院は高い専門性と全人的な医療の
提供により，地域に根ざした医療機
関となることを目指しています．
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